


栃木と戦争
　宇都宮市清原の「宇都宮陸軍飛行場」のほか、壬生町や大田
原市など県内各地に飛行場が設けられました。また、宇都宮市
には陸軍の第十四師団が配備され、現在、それらの跡地は学校
や病院、工業団地などに活用されています。

　県内からも45,085人※が出征しました。また、都市
部からは県内に疎開する人も多くいました。

本県も空襲などで甚大な被害を受けた戦争から80年。
郷土の戦跡に目を向けてみませんか。

県内の主な軍用地

出征した兵士と疎開で来県した人々

※栃木県調査（昭和41年10月時点）

宇都宮市及第十四師団全図（明治42年／一部分）：栃木県立博物館蔵出典：地図・空中写真閲覧サービス（国土地理院）
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県内に疎開し、戦後東京に戻っ
た児童からの、GHQ占領下の
東京の様子を伝える手紙（抜粋・
一部改稿）：栃木県立文書館蔵
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　日露戦争後の軍備拡張を受けて増設
された師団で、市民の熱心な誘致活動に
より宇都宮市に駐屯しました。シベリア
出兵や満州事変などにも従軍し、強壮な
「野州兵団」として名を知られました。

とは

第十四師団

武器や弾薬を運搬・
補給する兵の駐屯地

火砲を用い
て攻撃する
兵の駐屯地

兵士の
訓練場

第十四師団の司令部

宮の橋二荒山神社

県庁

現在の栃木県中央
公園は、武器や弾薬
を補給する「陸軍兵
器廠

しょう

」の跡地です

　県立博物館、県立文書館では特集で紹介した資料を含む、戦争
にまつわる展示を行っています。ぜひ足を運んでください。
　　　　　　　　県立博物館特別企画展
「とちぎ戦後80年～いま、おやと子で知る軍隊・戦争と栃木～」

県立文書館常設展「文書でみる栃木の疎開」令和8年6月まで

　明治時代初期の近代的な軍制の整備から戦後の復興期までを中心に､写真や
日記､軍服､おもちゃなどから「軍隊」「戦争」の時代を生きた人々の様子を紹介｡
◆学芸員による展示解説 8月17日（日）14:00～15:00〔定員：20名（予約不要）〕

　都市部からの疎開先だった那須烏山市の安楽寺より寄贈された史料を中心に、
疎開の様子を紹介（手紙や写真など）。
場所 観覧料県庁南館2階展示室 無料

8月31日（日）まで

日光杉並木街道保護基金

▶日光杉並木オーナー制度

▶ふるさと“とちぎ”応援寄附金

　杉並木保護に賛同された方が、並
木杉1本につき1000万円でオーナー
になり、その代金を県が運用するこ
とで得た利益は、保護活
動に充てられます。

　県では、日光杉並木街道の保護事
業の財源に充てるため基金を設置し
ています。

　少額からの寄付でも応
援いただけます。

詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶

大人500円、大学・高校生250円 ※特別企画展観覧料含む、中学生以下無料観覧料
月曜(8/11を除く)､8/12(火)休館日

土・日曜、祝日、年末年始 ※月1回日曜開館。詳しくは県HPで確認を休館日
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《県が行っている保護活動》

現在へも、次世代へも、
しっかりと受け継がれています

　日光杉並木街道は、ボランティア団体「杉の並木守」の活動
により、適切な生育環境や景観が維持されています。
　現在、約120名の“杉の並木守”が11班に分かれて、月に
1回程度のペースで杉並木周辺の清掃や草刈りなどの保護活
動を行っています。

　「並木道を守るためには、まだまだ人手不足です。杉の並木
守は、幅広い年代と関われるコミュニティであり、日光東照宮
の歴史の１ページに携わることもできるボランティアです。
私はボランティアに参加してから日は浅いのですが、このコ
ミュニティの中で楽しく活動しています。日光の歴史につい
て興味を持つきっかけにもなりました。活動内容は、ごみ拾い
や草刈りなので子どもから大人まで参加することができます。
みんなの力で杉並木を守っていきましょう！」

　明治中期以降、道路整備や宅地造成などで根が切断され、
杉にとっては危険な状況が続いていました。1950年代に、
鈴木丙馬という“杉博士”がこのような状況を憂い、杉並木
保護を訴え続けました。鈴木博士は造林学の観点から調査
を実施。杉並木保護と道路整備の共存方法を探っていきま
す。そして根系保護を訴えてさまざまな対策を提案。現在
の杉並木保護対策の礎を築きました。

●杉並木街道周辺の開発を防ぎ、根を
保全するために周辺の土地の公有化を
進めています
●杉の根の土壌流出を防止し、土壌を
保護するために木柵を設置しています
（木柵工法）

梅原みゆきさん

杉並木は今、自然災害や環境の悪化などにより少しずつ減少しています。
　　　　　日光杉並木街道を500年、600年と後世につないでいくために、みんなで守っていきましょう！

詳しくはこちら▶

写真提供：日光市歴史民俗資料館

改修前

▼

【木柵工法】

改修後

鬼怒川

飛行場➡
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